
 インフォメーション Information

ショップ・レストランの営業時間 Opening hours of shops and restaurants

※一部店舗により異なります。詳しくはフロアガイドをご確認ください。 
*Some shops keep different hours. Please check the floor guide for full details.  

11:00 – 21:00ショップ Shops 11:00 – 24:00レストラン Restaurants

アクセス Access

⃝都営大江戸線「六本木駅」8番出口より直結
⃝東京メトロ日比谷線「六本木駅」より地下通路にて直結
　 途中、段差があるため車椅子・ベビーカーをご利用のお客さまは
　 日比谷線「六本木駅」で地上部に出てお越しください。
⃝東京メトロ千代田線「乃木坂駅」3番出口より徒歩約3分

〒 107-0052 東京都港区赤坂 9-7-1
東京ミッドタウン・コールセンター 
03-3475-3100 

［ 受付時間 10:00 – 21:00 ］

主催 Sponsorship

東京ミッドタウン TOKYO MIDTOWN

企画・運営 Projected and Management

多摩大学 村山貞幸ゼミ「日本大好きプロジェクト」
TAMA UNIVERSITY Sadayuki Murayama Seminor Group“NIPPON DAISUKI PROJECT”

協力 Cooperation

カメヤマキャンドルハウス kameyama candle house

多摩大学 目黒中学校・高等学校 高大接続プログラム
TAMA UNIVERSITY MEGURO JUNIOR & SENIOR HIGH SCHOOL 
High school/University connection Program

多摩大学 村山ゼミ「日本大好きプロジェクト」では、平成20年10月より日本の
伝統文化を伝承していく活動を始めました。日本の伝統文化に数多く触れる
ことで、多くの方に日本を深く理解し、心から「大好き」になっていただくこと
を目指します。

Twitter InstagramWebsite

東北の大学 岩手大学 ／ 東北生活文化大学 ／ 
尚絅学院大学 ／ 東北福祉大学 ／ 福島大学  他

東北の団体 かぎかっこ「」PROJECT

東京の大学

東京の高校

東洋大学　ボランティアサークル Bbooth

多摩大学 目黒中学・高等学校 高大接続プログラム

東北の高校 岩手県立釜石高等学校
岩手県立久慈高等学校
岩手県立久慈工業高等学校
岩手県立高田高等学校
宮城県立本吉響高等学校 
宮城県立利府高等学校 
福島県立小野高等学校
福島県立原町高等学校

東北と東京の
大学・高校・学生団体に
ご協力いただきました。

あなたも「伝えつなぐ」ことができます。
和紙キャンドルの写真を撮って、ハッシュタグ「#和紙キャンドルガーデン」「#東北」を付けてSNSに投稿してください。

あなたもキャンドルに込めた東北の方々のメッセージを世界中に伝えることができます。

#和紙キャンドルガーデン　#東北

心に残った
和紙キャンドルを撮影

1
ハッシュタグをつけて

SNSに投稿

2

#和紙キャンドルガーデン

あなたの投稿写真で
伝えつなぐ

3

物販コーナーで、
SNSに投稿した画面を

見せてください。
先着100名の方に

東北の学生がデザインした
トートバッグを

プレゼントします。

和紙
キャンドルガーデン
－TOHOKU 2018－

2018.3.10 SAT‒3.12 MON

イベントガイド 
 EVENT GUIDE

17:00‒21:00 東京ミッドタウン ミッドタウン・ガーデン、芝生広場



東北生活文化大学 版画ゼミ一同

“

“ ““

 和紙キャンドルガーデン －TOHOKU 2018－ 芝生広場

無地和紙ロード

物販
コーナー

東北へのメッセージ
コーナー

“Washi* candle garden” is the project to hand in the messages from Tohoku region 
who were su�ered from the Great East Japan Earthquake.
“NIPPON DAISUKI PROJECT” from Tama University students made washi candles by handmade washi.
‘Inherit’ is the theme of this year.

We visited 3 prefectures including 125 cities/towns and brought back their messages.
*Washi: Japanese traditional paper

2018.3.10 SAT‒3.12 MON
17:00‒21:00
東京ミッドタウン ミッドタウン・ガーデン、芝生広場
TOKYO MIDTOWN  Midtown Garden, Grass Square

芝生広場全体のデザインコンセプトは「東北
の方々の声が実った木」。東北生活文化大学
の版画ゼミの学生と考えたデザインです。東北
3県(岩手、宮城、福島)の125市町村で和紙に
かいていただいた、約2,500のメッセージを和紙
キャンドルとして灯します。

ミッドタウン・ガーデンには、無地の和紙キャンドルを
配置し、シンプルな空間を演出することにより、風の音や
季節の空気感と共に和紙の美しさを感じていただき、
芝生広場へとご案内いたします。

このイベントを通してさまざまな方と
交流することで、東北で起こった震災
をたくさんの方に忘れずに伝えつない
でいくことを目的として、このイベント
に参加しています。
東北のことをより知ってもらうために
もぜひ、私たちが行う物販コーナーへ
足を運んでいただけると嬉しいです！

東北の大学である東北生活文化大学の版画ゼ
ミの学生がデザイン・製作したトートバッグを
販売します。

東北へ送るメッセージを募集しております。皆
さまからいただいたメッセージは、岩手、宮城、
福島の復興まちづくり情報交流センターなど
にお送りいたします。

［ 料金 ］ 無料
［ 主催 ］ 東京ミッドタウン
［ 企画・運営 ］ 多摩大学 村山貞幸ゼミ「日本大好きプロジェクト」
［ 協力 ］ カメヤマキャンドルハウス
　　　　多摩大学 目黒中学校・高等学校 高大接続プログラム

［ Charge ］ Free

［ Sponsorship ］ TOKYO MIDTOWN

［ Projected and Management ］ TAMA UNIVERSITY Sadayuki Murayama Seminor Group "NIPPON DAISUKI PROJECT"

［ Cooperation ］ kameyama candle house

　　　　　　  TAMA UNIVERSITY MEGURO JUNIOR & SENIOR HIGH SCHOOL High school/University connection Program

日本大好きプロジェクト メンバー一同

心に残った和紙キャンドル
心に残った和紙キャンドルの写真を撮って、ハッシュタグ

「#和紙キャンドルガーデン」「#東北」を付けてSNSに投稿し
てみませんか？ 先着100名の方に、東北の学生がデザイン
したトートバッグをプレゼントします。

多摩大学村山貞幸ゼミ日本大好きプロジェクト
では、日本の伝統文化を伝承する活動を行って
おります。その一環として「和紙キャンドルガー
デン-TOHOKU2018-」を企画・運営しています。
本イベントでは私たちが1枚1枚心を込めて漉い
た和紙に、東北の方々の想いをかいていただき、
キャンドルに仕立てました。
私たちは3.11の東日本大震災が起きてから被災
地を何度も訪問し、東北の方々との交流を重ね
てまいりました。2016年度までは、沿岸部を中
心に40市町村を訪問してまいりましたが、2017
年は東北3県(岩手、宮城、福島) 125市町村を
訪問いたしました。東北の方々からいただいた、
約2,500枚の和紙メッセージをご覧ください。

東日本大震災の被災地を巡り、
東北の方々のメッセージを届けるプロジェクト「和紙キャンドルガーデン」。
多摩大学 日本大好きプロジェクトの学生が心を込めた手漉

す

きの和紙を和紙キャンドルに仕立てました。
今年は 「伝えつなぐ」 をテーマに 東北3県125市町村 へと足を運び、
現地の方々の想いをお届けします。

※雨天・荒天中止  *Cancelled in the event of rain or bad weather



「伝えつなぐ」 過去6年間の芝生広場デザイン

2011年
「力」

2014年
「伝える」

2012年
「絆」

2015年
「伝え続ける」

2013年
「繋がる」

2016年
「伝え続け、アクションにつなげる」

芝生広場一面に広がる和紙キャンドルのデザインには、日本伝統文様の「七宝文様※」を使用。
輪がつながって無数に広がることから、東北の方 と々の「つながり」を表現してきました。

今年も東北生活文化大学の学生と共に考案したデザインをお楽しみください。

「和紙キャンドルガーデン‒TOHOKU2018‒」では、
震災の記憶が風化しないよう、テーマを「伝えつなぐ」としました。

伝えつなぐために、まず、私たち日本大好きプロジェクトメンバーがより東北のことを知る必要があると考え、
今回も多くの時間を東北で過ごしました。

東北の学生との関わりも増やし、これまでは足を運ぶことが  できていなかった内陸にも足を運びました。
そして、東北の現状を伝えることで、東北の方々の声が届くことを願います。

被災地、全都道府県、世界67か国からの力
強いメッセージを、大きな七宝つなぎで表現
しました。

東日本大震災から3年半が経過した東北42
市町村の方々の想いを伝書鳩にのせて東京
から全国の方々に伝えました。

1  心を込めて、1枚1枚 和紙を漉
す

いています。　 2  まだまだ復興は続いています。　 3  東北の大学との打ち合わせ風景。　
4  東北でたくさんの方に出会いました。　 5  6  東北で約2,500人の方にメッセージをいただきました。

被災地37市町村を巡る中で、皆さまが強い
絆で結ばれていることを印象づけられ、「つな
がり」を連想させる七宝文様で表現しました。

※七宝文様：伝統文様の一つで、輪がつながるように広がっていく様子から、平和やご縁を願うという想いが込められています。

被災地38市町村に足を運びました。東北の
方々の声がたくさんの方に届いてほしいと
いう想いを紙飛行機で表現しました。

被災地の方々とのつながりをきっかけに、東
北の学生と共にイベントを創り上げました。
被災地37市町村の方 と々交流。

「扉を開き、一歩踏み出す」を表現。避難指示
解除になった川内村、葛尾村を加え、40市町
村の方々からメッセージをいただきました。

大熊町に住んでいた方々の想い
震災から約7年が経過した今も、福島県の大熊町と双葉町で
は、未だに立ち入りが制限されています。今回、私たちは
いわき市にある仮設住宅に足を運び、そこに住む6名の大熊
町の方々と交流しました。震災当時のお話を伺い、 「震災を経
験する前は、テレビで他の震災を見ても他人事だったけれど、
自分が震災を経験して、もっと支援してあげればよかったと
思った。たくさんの人に助けられたよ。」と、涙を浮かべて話
していただきました。そして、 「震災は忘れてしまう人が多い
けれど、他人事に思わず備えておいてほしい。帰れないかも
しれないからね。」と伝えてくださいました。
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日本大好きプロジェクトの
メンバーが綴る

東北への
想い


